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研究成果の概要（和文）：日本語が支配的な大学・学部における、グローバルな多言語多文化社会に向けたコミ
ュニケーション教育の方法とその意義に関して、次の3点で成果が得られた。(1) 人文系専門科目によるEMF(多
言語主義における共通語としての英語)認識: 理論的研究成果を書籍の一章で発表し、実践的研究成果に関する
論文が国際学術誌に採択された。(2) EMF認識の英語科目への応用: 一連の学術交流をもとに、英語教育改革に
関して国際学術誌で発表した。(3) 超文化コミュニケーション教育の確立: 異質性や地域性に縛られないアプロ
ーチに関する草分け的教科書を研究協力者と共著執筆中であり、まもなく最終稿を出版社に提出する。

研究成果の概要（英文）：Unlike in multilingual communication scenarios today, in the Japanese 
context, instructors and all students often share their mother tongue in English language teaching 
(ELT) and English medium instruction (EMI). The current project re-conceptualises multilingualism in
 L1-shared scenarios and advocates empirically based teaching practices in L1-shared ELT and EMI 
classrooms to prepare students for today’s mobility and English-within-multilingualism. Papers on 
multilingualism and an ELT programme have been published as a book chapter and a Journal of ELF 
article respectively. Also, a research article on what it calls EMF awareness has been accepted by 
ELT Journal (for English as a multi-lingua franca or EMF, see Jenkins 2015). Apart from these 
publications, a university course book entitled “Transcultural communication through English in a 
multilingual world” will be made available in 2021, which will facilitate teaching what global 
communication is like with a focus on culture.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバルな多言語多文化社会に向けたコミュニケーション教育に関して、上記3点それぞれで次の意義があ
る。(1) 人文系専門科目によるEMF認識: 本テーマによる先行研究はなく、特にELT Journal論文発表後は、これ
からの教育論議に貢献できるはずである。(2) EMF認識の英語科目への応用: Journal of ELF論文で発表した方
向性は、この分野の国際学会でこれからも継続的に議論される予定である。(3) 超文化コミュニケーション教育
の確立: グローバルコミュニケーションを多言語主義と超文化の切り口から捉えた教科書は、流動性社会で活躍
する次世代に役立つはずである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 高等教育にてグローバルな多言語多文化社会に向けた人材育成を目指す上で、応用言語
学の先行研究から次のような課題が浮き彫りとなった。 
 英語の多様性に関する研究とは対象的に、英語を多言語多文化の枠組みで捉え直す理論
的研究が進んでいない。 

 多言語多文化社会におけるグローバルコミュニケーションそのものを専門科目として
教えるための実践的研究が進んでいない 

 同様に、多言語多文化社会におけるグローバルコミュニケーションに向けた英語教育の
方法に関する実践的研究が進んでいない。 
 さらに、我が国には日本語が支配的な大学・学部が散見され、実際のグローバルコミュニ
ケーションとは対照的に、学生は単一言語的環境で学ぶことも多い。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「１．研究開始当初の背景」の現状を踏まえ、グローバルコミュニケーション
研究・教育における今後の発展への貢献を目指した。日本の大学を研究対象とし、特に、グ
ローバルコミュニケーションの実状と乖離していると思われる、教員と全学生が母語を共
有している状況に焦点を当てた。具体的な目標は以下に集約される。 
 日本の高等教育でのグローバルコミュニケーションが果たす役割を理解する前提とし
て、学校教育における英語科目を、グローバルコミュニケーションの視座から理論的に
どのように理解できるか明らかにする。 

 多言語社会でのグローバルコミュニケーションを対象とする大学設置の専門科目や英
語科目において、教員と全学生が母語を共有している場合、どのようにして教室内外の
英語コミュニケーションを有機的に結び付けられるかを明らかにする。 

 高等教育でのグローバルコミュニケーションに関する専門科目や英語科目の実践例に
関する研究論文、及び母語を共有している大学の教室で使用できる教科書を出版する。 
 高等教育における単一言語的環境は日本以外でも見受けられることから、研究結果を国
内外に発信していくことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 「２．研究の目的」の理論的研究に関しては、文献研究と学会発表を重ねながら、学校教
育における英語科目の役割とグローバルコミュニケーションにおける英語運用との関連性
を徐々に明らかにしていった。具体的には、第二言語習得理論、多言語習得理論、トランス
言語理論、及び複雑性理論に依拠しながら、ジェンキンズ氏により提唱された「多言語主義
における共通語としての英語(EMF)」(Jenkins, 2015)の理論的発展を試みた。 
 また、グローバルコミュニケーションを対象とする専門科目に関して、招へい講師との議
論、英国への研究訪問、学会発表、新たなコミュニケーションデータの取得を通じて、言語・
文化・伝達様態を軸とする体系的指導内容を構築しつつある。具体的には「共通語としての
英語(ELF)」と「異文化コミュニケーション(IC)」という 2つの分野の一層の融合を目指しな
がら、新たに取得したデータに談話分析や会話分析を加えた。 
 さらに、グローバルコミュニケーションを対象とする専門科目と英語科目に関して、教育
的介入研究を完了した。自由形式アンケートによるデータは、質的内容分析法(e.g. Schreier, 
2012)によって詳細に解析した。 
 
４．研究成果 
 EMF 認識というキーワードを提唱しつつ、理論的研究成果を書籍の一章で発表した
(Ishikawa 2020)。そこでは、学校教育におけるいわゆる「標準英語」がグローバルコミュニ
ケーションと矛盾するものではないこと、及び、イデオロギー的存在である言語と、実社会
での言語リソース運用との関連性が説明されている。 
 また、その運用を促す実践的研究成果に関する論文が、国際学術誌に採択された(Ishikawa 
2020 in press)。そこでは、学術出版物から会話抄録を引用したり、オンラインによる国際連
携を活用したりしながら、学生自らがグローバルネットワークを見つけ出し、協同学修を通
じて主体的にグローバルコミュニケーションに関わっていくための教育方法が提案されて
いる。この方法は、グローバルコミュニケーションに関する専門科目、及び英語科目の両方
で実践可能である。同時に、招へい講師との議論や学会発表を通じた一連の学術交流をもと
に、英語教育改革に関する論文を国際学術誌で発表した(Ishikawa & McBride 2019)。 
 さらに、異質性や地域性に縛られないアプローチに関する草分け的教科書を研究協力者
と共著執筆中であり、まもなく最終稿を出版社に提出する (Baker & Ishikawa 2021 in 



preparation)。 
 EMFの理論的発展はまだ始まったばかりであり、その教育実践に関する先行研究はなく、
これからの教育論議に貢献できると自負する。また、多言語、超文化、及び言語のみに執着
しないグローバルコミュニケーションへのアプローチは、ELF という分野での国際学会で
これからも継続的に議論される予定である。さらに、3 つの段階的レベル、全 14 章で構成
されるグローバルコミュニケーションに関する教科書には、日本語を母語とする英語話者
の例も多く取り入れられており、普段は日本語を多く使用しながらも、将来は流動性社会で
活躍することになる次世代にとって、必ずや役立つ教材になるであろう。 
 
引用文献 
Ishikawa, T. (2020). Complexity of English as a Multilingua Franca: Place of monolingual Standard 

English. In M. Konakahara & K. Tsuchiya (Eds.), English as a lingua franca in Japan: Towards 
multilingual practices (pp. 91-109). Palgrave Macmillan. 

Ishikawa, T. (2020 in press). EMF awareness in the Japanese EFL/EMI context. ELT Journal, 74(4). 
Ishikawa, T., & McBride, P. (2019). Doing justice to ELF in ELT: Comments on Toh (2016). Journal 

of English as a Lingua Franca, 8(2), 333–345. 
Baker, W., & Ishikawa, T. (2021 in prepration). Transcultural communication through English in a 

multilingual world. Abingdon: Routledge. 
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